
 
 

 

 

 

 
 

 

東日本大震災 全日本民医連支援ニュース 
現地の仲間・住民と連帯し｢民医連ここにあり｣の心意気でともに力を合わせて頑張りましょう！

NO．33  2011.4.12 18:00発  全日本民医連対策本部 
              Mail：taisaku-honbu@min-iren.gr.jp

松島海岸診療所：地域訪問で被災者の切実な声が！ 
＝埼玉民医連から支援に入ったＳさんの報告から＝ 

今回の支援目的は、徹底した地域訪問行動を行うことを通して、今後の長期的支援を行っていく上での情報収

集と、被災者の声を要望として行政に届けるための調査活動でした。地域訪問では様々な方の声を聴きました。 

以下に、特徴的な１３名の方の声を紹介します。 

①乾いたヘドロが舞い上がって、目や喉が痛いし、畳は水を吸って大人二人掛りでも持てないほど重い。瓦礫やヘドロを取

り除くための人手がほしい。もう心身ともにもう限界だ。 

②保健所が瓦礫やヘドロに白い消石灰をかけているが、今後もっと暖かくなってくるとその中の細菌が増えてくる。衛生面の

問題が心配だ。早く片付けないと、どういう病気が蔓延するか恐怖を感じます。 

③地震から３週間経って、ほっとした途端、熱を出す人たちが増えている。免疫力も下がっている。老人や子どもが心配。 

④現在小学校が避難先だが、授業再開ということもあり、近々ここから立ち退かなければならなくなる。 環境の変化によっ  

て、老人の体調が悪化することや、情報が入らなくなることが心配だ。 

⑤昨日３００円だったものが今日店に行ってみると５００円に上がっていた。物価が２倍以上に上がってしまい、経済的に買え 

ない。物価を何とかして欲しい。市長は何をやっているのか。 

⑥金利優遇策だけでなく、金銭的支援もしてくれないと自営業者はやっていけない。このままだと半分以上の店が倒産する 

のではないか。地域経済が崩壊してしまう。 

⑦農作物の買い取り保障だけでなく、農機具の被害状況の把握もしてほしい。 

⑧家に住もうにも、建築士さんに診断してもらわないと安心して住めない。基礎のボルトが塩害で錆びているのではないか。

早く建築安全診断のサポートがほしい。 

⑨庭の土が塩害になっているが、どう行動すれば良いか分からない。土壌改良のノウハウを知りたい。 

⑩首から肩、腕にかけて痺れていて、膝を中心に足も痛く、風邪気味で、夜もすぐに目が覚めてしまい、不眠状態。話し相手 

もおらず、気も滅入ってしまっている。話を聞いてくれる人がほしい。 

⑪支援物資があるので物はあるが、お金のかかる電化製品や、車が全滅、会社も流されたので、収入がない、仕事がない。 

ハローワークに行列するも・・・。今後は、大きなお金の支援や雇用に関する支援をして欲しい。 

⑫行政は山のように訪れる住民の対応に追われ、いまだにこちらに来てくれない。こんな中、あなたたちは来てくれた。是非 

今後は、独り暮らしのお年寄りも多いので、一軒一軒徹底した訪問行動を行って、命を繋いでいくためのケアサポートをお 

願いしたい。せっかく震災を生き延びても、その後自宅で死ぬなんて馬鹿みたいだし、人としてあまりに悲しい。 

⑬被災から身を固くして疲れが慢性化し、緊張が取れない。皆、我慢している。本当に話し相手が必要です。男性も女性も涙 

を流す必要がある。是非、話し相手、心のケアをお願いしたい。皆、話したがっているんです。今日こうやって話を聞いても 

らえることが、とても勇気になります。 

地域訪問を行っていて感じたことは、家族構成や縁者・協力者の有無、持っている持病の深刻さ、地域とのつ

ながり具合、自衛隊や医療チーム・ボランティア・自治体・政府介入の度合い、経済的問題、事前の災害への備

えがあったかどうかや、被災状況などの条件が複雑に絡み合っていて、被災からの立ち直り状況や必要として

いる支援内容が、『一軒一軒違う』ということです。震災からの復興は、大変個別性の高い問題であるとともに、

徹底した地域訪問での聞き取りによる現状把握から分析をし、今後の長期的な対策を考えていく、そのプロセス

の重要性を体験的に学ぶ機会ともなりました。 

＝天童市のホテル社長 山形牛入り芋煮1000食を提供＝ 
天童市・グランドホテル舞鶴荘の澁谷社長は、「やまがた福祉ボランティアセンター」（松浦猛将代表）と交流が

あり、被災地支援として「牛1 頭」の提供を申し出て下さいました。本日、多賀城で避難生活をしている皆さんに

山形牛入り芋煮1000食が振る舞われます。（12 日しんぶん赤旗「北海道・東北版」に紹介されました） 

 

 

 

支援者到達（12 日現在）：1899 人（医師292、薬剤師113、看護師554､技術系367、事務他573） 

本日の支援者数は（移動含む）187 人。延べ数は8863 人となりました！  

支援募金到達：１億４800 万円を超えました！ ☆韓国、フランスからも義捐金をいただいています！ 

◇全日本民医連支援ニュースの活用をお願いします◇ 
 ☆状況は刻々と変わります。各県連におかれましては、各事業所にリアルタイムに転送をお願いします。 


